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行による是正 として論 じられる。この問題を最初に論究したのがシュマー レンバッハである。






さらにグロホラは、オイケン、 シュマー レンバ ッハ、メレロヴィッッの所説に依拠して
企業 ・経営と国民経済の関係を論じ、経済体制と経済秩序の問題を理論的実践的に深化させ
たのであ った。












把握であり、体制特有の目的設定と一致 しないか ら、いわば 「絶対的体制無関連的事実」と
























































用 一限界費用 二価格」の下に生ずるr最小費川原川1に 集約される。そこでは、収益性 一共
同経済性であるが、現実的には直ちに、収益性 一共同経済性は一方的な収益性に転化してこの




第五章 シ ュマー レンバ ッハ の経済管理論
本章 は、 戦後 ドィッの イ ンフ レー ション期 における、経営経済 の立場か らみ た ドイツ経済
の全体的管 理を目標 に したシュマー レンバ ッハの最適有効数を中心 に して論 じられて いる。
シュマー レンバ ッハは 自由経済が最 高の経済体制で あるとい う。 自由経済 では価格機構が健
全 に作用 し、そこでは社会的生産物の増大 と最大の需要単位 の充足が実現 され、経営にお け
る素材 対素 材の転換が円滑に行 なわれ 、さ らにその 転換 のための正 しい評価が適切 にな され
るとい う。 したが ってそこでは、 シュマー レンバ ッハの い う共 同経済的経済性が究極的 に実




















シュマーレンバ ッハの思考を継承 しなが ら、さらにいっそうその思考を深化させたグロフォ







政策に基づ く助言と保護の秩序である 「内部経営計画と外部(国 家)保 護」という秩序形態
















































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1本 論文 は、 ドィッ経営経済学 の学説史的研究 、とくに、企業 ・経営 と経済体制 ・経済秩序
の関連性を め ぐる学説史研究 であ る。本論 文は、8つ の章か ら構成 され、第1章 以外の各
章 は、既発表論文を修正 ・加筆の上 、首題 の下 に統合 された ものであ る。
ドイツ経営学 は、最近 に至 るまで経営経済学 と して成立 し発展 して きた といえる。そ こ
において は、成立 の当初 か ら・経 営と経 済体 制 との関連性 が・一 つの重 要な論点 として議
論されて きた。本 論文は、 この問題に焦点 を しぼ って、従来 の議 論を整理 し、それによ っ
て 、 ドィッ経営学 の重要 な一側面 を鮮 明な らしめる とと もに、経営 と経済体制の問題を解
明するための一 つの手掛 りを得る ことを、 そのね らいとする ものである。
学 史的展 開過程に即 して、 このよ うな課 題を検討す るに当た り、本 論文 は、 まず、 グー
テ ンベル クによ って展開 された 「体制関連的事実」および 「体制無 関連的事実」 とい う2
っの概念 を、経 済体 制 と事実の抽象段 階 との関連において、批判的に検討 し、 とくに後者
を、 「相対的体制無 関連的事実」 として把 握す ることに よ って、基本的視角を設定す る。
企業 ・経営 と経済体制 ・経済秩序をめ ぐる諸問題 は、 ドイツ経営経 済学の成立当初か ら
の課題の1っ で はあ ったが、最初 にこれを体系的に論究 したのは、 シュマー レンバ ッハで
あ った。彼 は、 「共 同 経 済 的 経 済 性 」(gemeinwirtschaftlicheWirtschaftlichkeit)と
い う思考を中心 に して、 当時 における経済体制の特質を、 「自由経済」(freieWirtschaft)
か ら 「拘束経済」(gebundeneWirtschaft)への非可逆的移行 と認識 し、そこにおいては、
「収益性」 と 「共 同経済的経済性」の両者 が、 直ちには達成 され難い ことに注 目す る。そ






本論文は、ニック リッシュの 「組織論」を中心とする最終章以外、主として、 「応用経
営経済学」の流れを汲む諸学説を対象として、選択原理としての 「共同経済的経済性」、
個別経済的 「技術的経済性」、 「収益性」を中心に、企業 ・経営と経済体制 ・経済秩序の
問題を検討 している。具体的には、シュマーレンバ ッハ、モ ックスター、グロホラ、メレ
』ヴィッッの所説が、批判的に比較検討されている。
本論文では、これ ら諸学説の吟味を通 じて、シュマー レンバ ッハのいう 「共同経済的経
済性」、モックスターのいう 「共同経済性」を中心とする経営経済学が、体制批判的経営











を明 らかな らしめることに成功している。従来の学説史研究において も、これ ら諸問題の




題をめ ぐる ドイツ経営経済学の重要な側面に、より強 く光があて られる結果となったと考
えられる。 したが って、本論文におけるこのような選択の積極面をむしろ評価すべきであ
り、 ドィッ経営学研究に対する本論文の寄与は、少なか らぬ ものがある。
本論文の重要な論点の一つであるシュマーレンバッハの 「共同経済的経済性」は、わが
国のみならず、 ドイツにおいても、従来多くの論議を喚起 してきた。しかし、それ らは、と
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かく概念内容における曖昧さにむけられた消極的な批判に終始 した感がある。本論文では、


















れる。たとえば、 「収益性」と 「共同経済的経済性」との関連、さらに 「収益性」と 「共













さ、およびこれにもとつ く諸学説の新 しい解釈など、さきの欠点を補 って余 りあるものと
いいうる。よって、 ドイッ経営経済学の学史的研究である本論文は、博士論文としての十
分な レベルに達しており、かつまた、今後の ドィッ経営学研究に多くの寄与をなしうるもの
と評価できる。
以上の論文審査および本論文の細部にわた って行なわれた面接試験の結果によって、本
論文は、博士論文として合格と認める。
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